
CO2関連データ

環境報告

［貨物輸送量の推移］

トラック 船舶 鉄道

［総エネルギー投入量］ ［CO2排出量］

（熱量の単位　ＰＪ＝１０１５ Ｊ）
※上図の数値以外にコージェネレーションによる自家発電量（113万kWh）、
　太陽光発電量（4万kWh）があります。

5

4

3

2

1

0
（年度）

（億トンキロ）

0.01合計
8.49PJ

（21.9万kl）
電気
58％

石炭コークス
13％

都市ガス・
LNG
14％

灯油 8％
その他 7％
（重油、軽油、LPG等）

合計
47.8万
t-CO2

エネルギー起源CO2
98％

非エネルギー起源 2％
（CO2、CH4、N2O、
  HFC、PFC、SF6 ）
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［CO2排出量とCO2排出原単位の推移］

※2004年度以降は非生産事業所及びグループ会社を集計範囲に加え、
　対象事業所数を段階的に拡大しています。
※排出原単位＝CO2排出量÷売上高　（　　連結売上高 　　単体売上高）

100

80

60

40

20

0

100

80

60

40

20

0

54.4

2004

42.5

51.3
8.8

2005

39.0

51.5
12.5

2006

39.8

55.2

13.5

2007

39.1

53.6 0.71.9 0.9
0.813.8

2008

41.5

57.5

15.1

2009

33.4

100

82

100

73

94

75

95

74

90
84

81

101 100

47.8

非エネルギー起源CO2排出量（クボタグループ）

13.6

CO2排出量（本体非生産・グループ会社） CO2排出量（本体生産）

1990年度を100とした場合のCO2排出原単位(本体生産）
2004年度を100とした場合のCO2排出原単位(クボタグループ）

（年度）

（％）（万t-CO2）

［物流CO2排出量とCO2排出原単位の推移］

※排出原単位＝CO2排出量÷連結売上高

CO2排出量（国内グループ会社）
CO2排出量（本体）
2006年度を100とした場合のCO2排出原単位
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